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 制裁制裁対象国家から投資有望地域対象国家から投資有望地域へへ::
・面積６７．７万・面積６７．７万km2km2（日本の約１．８倍）（日本の約１．８倍）

・人口・人口:6,500:6,500万人万人 （日本の約（日本の約1/2)1/2)
・・GDP:564GDP:564億億ドルドル （日本の約１（日本の約１//８０）８０）

ミャンマー国の現状（１）ミャンマー国の現状（１）
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・・20112011民政移管後、未開発から急展開、投資急増民政移管後、未開発から急展開、投資急増

 親日国親日国::
・日系企業・日系企業のアジア最後のアジア最後のフロンティアのフロンティア

・開発プロジェクトが目白押し・開発プロジェクトが目白押し

→→日本企業にとって有望市場日本企業にとって有望市場



ミャンマー国の現状（２）ミャンマー国の現状（２）
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・今後の計画・今後の計画

ミャンマーのプロジェクトミャンマーのプロジェクト

 ミャンマー国内の交通インフラミャンマー国内の交通インフラ::

 アジアン・ハイウェイアジアン・ハイウェイ::
・・東西回廊の計画東西回廊の計画 各国が競い整備計画各国が競い整備計画

アジアン・ハイウェイアジアン・ハイウェイ::

→→交通インフラ、鋼橋プロジェクトも有望交通インフラ、鋼橋プロジェクトも有望
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- 西部および南部都市
開発支援

- 内環状道路の完成



・・ミャンマー国上層部は国産化を強く希望ミャンマー国上層部は国産化を強く希望

ミャンマーの鋼橋市場ミャンマーの鋼橋市場

 鋼橋は大半が輸入品鋼橋は大半が輸入品::

 鋼橋の国産化率を上げるには鋼橋の国産化率を上げるには::
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→→横河の技術力を生かす機会横河の技術力を生かす機会

・現地の・現地の鋼橋専用工場を活用鋼橋専用工場を活用

・・品質品質レベルを技術移転により向上レベルを技術移転により向上



 Myanmar Myanmar Economic CorporationEconomic Corporation社社::
・技術協力について関係を構築（・技術協力について関係を構築（20142014年年33月覚書締結）月覚書締結）

・友好ファブへの育成・友好ファブへの育成

・・OJTOJTによる技術移転を開始（による技術移転を開始（20142014年年99月より）月より）

ミャンマーへの進出（１）ミャンマーへの進出（１）
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 支店設立支店設立::
・・20152015年年77月に営業許可を取得月に営業許可を取得

・ヤンゴン市内に支店を開設・ヤンゴン市内に支店を開設

・営業拠点として情報収集、技術移転の基地として活用・営業拠点として情報収集、技術移転の基地として活用



ミャンマーへの進出（２）ミャンマーへの進出（２）

 ティージャイ橋の受注ティージャイ橋の受注::
・ティージャイ橋で・ティージャイ橋でOJTOJTによる技術指導による技術指導

（（20142014年年88月月MECMEC社受注、ローカル資金工事）社受注、ローカル資金工事）

・設計協力、・設計協力、SVSV派遣、日本製資機材の調達などの技術協力派遣、日本製資機材の調達などの技術協力
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・生産性や品質の向上の方策・生産性や品質の向上の方策

・・架設エンジニアリング架設エンジニアリングの技術指導の技術指導

・設計・生産・設計・生産ソフトウェア（グループ企業保有ソフトウェア（グループ企業保有）を活用）を活用

・第三・第三国プロジェクト対応を検討国プロジェクト対応を検討

 技術技術移転移転::



ティージャイ橋の施工状況（ティージャイ橋の施工状況（11））
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ティージャイ橋の施工状況（ティージャイ橋の施工状況（22））
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海外事務所海外事務所

ミャンマー
ヤンゴン支店
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インドネシア

ジャカルタ駐在員事務所
PTジャカルタブリッジ

ベトナム
ハノイ駐在員事務所



各国での事業状況各国での事業状況

香港
●ストーンカッターズ橋（2009.12開通）
●香港競馬場移動上屋（2006完成）

台湾
● C606A高架橋

ブータン
●第３次地方道路橋
(2012年完成)

韓国
●第２仁川連絡橋（2010完成）

ウズベキスタン
●No.1～５鉄道橋（2009完成）
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● C606A高架橋
（2009.4完成）

ベトナム
●鉄道橋CP2改良工事(2012年完成)
●鉄道橋CP1D改良工事(2014.2完成)

東ティモール
●モラ橋(2011年完成)

(2012年完成)

ベトナム
●カントー橋
（2010.4完成）

南スーダン
●ナイル架橋（施工中）

インドネシア
●マルワイ新橋 (2010年完成)
●タンジュンプリオクNSリンク(2014年完成)
●タンジュンプリオクE2A工区 (施工中)
●ジャワ幹線複々線化工事 (施工中)
●タンジュンプリオクE2A工区 (施工中)
●ジャワ幹線複々線化工事 (施工中)



香港香港 ストーンカッターズ橋ストーンカッターズ橋
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平成平成2121年度土木学会賞年度土木学会賞・・田中賞田中賞((作品部門作品部門))受賞受賞



韓国・第２仁川連絡橋



インドネシアインドネシア ジャワ南線ジャワ南線
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インドネシアインドネシア フライオーバーフライオーバー
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ブータンブータン 第２次地方道路橋第２次地方道路橋
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ウズベキスタン鉄道橋



ベトナム・カントー橋



ベトナム・鉄道橋改良工事



海外事業の今後の戦略海外事業の今後の戦略

事業利益の確保

安定的な黒字基調

技術の継承

１００年間培ってきた
横河の技術を継承

2121

横河の技術を継承

橋梁の設計、製作、架設でトータルエンジニアリング力
を発揮し安定的に売り上げ２０～３０億円／年

さらなる発展・拡大を目指す



ご静聴ありがとうございました。


